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「三田に帰りたい」 と将来思える環境を

※記事中のコメントと人物の写真は関連しません。

「人口増加率日本一の時期や、JR
の複線電化など、大きく変化した
まちというのが一番の印象です。そ
の間に市民病院も新しく、規模も

大きくなりましたね。」
「休日応急診療センターが整備されるなど救急体
制も徐々に強化されてきましたが、１０万人都市の
規模で考えると、もっと充実すべきだと感じます。
三田市民病院に救急の常勤医を置くなどが現実的
な対策ではないでしょうか。」
　平成７年に市民病院を新築移転し、医療環境の
充実をすすめてきました。今後は急激な高齢化に対
応するため、医療費の抑制や、医師・看護師の確保
など多くの課題にも取り組まなければなりません。
　また、平成 22年には休日応急診療センターを設
置。医療機関が休診となる日曜日・祝日・年末年始
に比較的症状の軽い人の応急外来診療を行う環境
を整えてきました。利用者のご意見をお聴きしなが
ら、三田市医師会とも連携し、より利用しやすい形
態を模索していきたいと考えています。

三田市の印象は？

な医療環境の向上に取り組んでいます。
　一方で市民病院は、緊急を要する患者さんや、重
篤な患者さんを優先して治療する二次医療機関とし
て位置づけられています。すべての患者さんが、個々
の症状に合わせて効率的な診察が受けられる環境
を維持するためには、比較的症状が軽い患者さん
はできるだけ地域の医療機関をかかりつけ医にして
いただき、医師の判断により市民病院への紹介など
を行う地域医療連携の推進が重要だと考えていま
す。

「『子育てするならゼッタイ三田』をかかげるのだか
ら、市をささえる若者が将来『三田に帰りたい』と
思えるような教育を今の子どもたちにしてあげてほ
しい。地域活動での異年齢間のかかわりの中で、
子どもたちは道徳や規律を学んで、社会性を備え
ていきます。自分を育ててくれた地域にも愛着が
わくのではないでしょうか。」
　おっしゃるとおり、子どもたちが地域に愛着を感
じ、大人になったとき自分の子どもを三田で育てた
いと思ってもらえるのが理想だと私たちも考えます。
「子育てするならゼッタイ三田」と自信を持って言え
るまちづくりに取り組みます。

「市民病院と地域の医療機関が協力
して地域医療連携に取り組んでい
ます。ぜひ皆さんに知ってもらって
効率的な受診方法などの参考にし

ていただきたいです。」
　高度で最良の医療を受けたいというのはすべての
患者さんの望みです。地域の中核病院である三田市
民病院もこれに応えるべく、最新医療機器の導入や
多様な診療科の設置、医師の確保といったさまざま

市政や議会ってどう？

三田市議会を　　　　もっと身近に

市議会こんなコトを
しています。

地域医療を
支える医師

　市内には、医院、診療所、クリニックなど多く

の医療機関があり、身近な「お医者さん」として

地域住民の健康を支えています。地域の医療機

関と市民病院の役割とは？また、私たちはどのよ

うな受診方法を心がければよいのでしょうか。三

田市医師会を訪れ、今まさに地域医療を支える４

人の「お医者さん」にお聴きしました。

「今後の医療を考える上で、避けて
通れないのが介護の問題です。三
田市の人口増加は市外からニュー
タウンへの流入が大半ですから、

ちょうど今市外に住む親が高齢者となる時期にさ
しかかり、遠方から親を呼び寄せるケースも増えて
きているようです。住み慣れた場所から離れて暮ら
すむずかしさもありますので、市、市議会には在
宅介護をサポートするショートステイサービスの充
実に取り組んでいただきたいですね。」
　市議会でも特別養護老人ホーム設置の可能性など
を、調査、研究し続けていますが、介護保険料の増
などクリアしなければならない課題も多いのが現実
です。早期解決に向け取り組みます。

「市民が参加した意見交換会や委
員会などで、どのような意見がや
りとりされたのかが具体的にわか
る広報をお願いしたいですね。」
　紙面には限りがありますので、できるだけ要点を
わかりやすく掲載していきたいと考えています。具
体的な内容は、ホームページにも掲載し「つなぐ」
でお知らせします。
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「　　 」を読まれた感想は？

かかりつけ医 三田市民病院

地域医療連携：かかりつけ医を持ちましょう

連携

紹介状

紹介状

一次医療 二次医療／救急医療
	 	 ● 入院の必要がない軽症の患者さん
で自力または家族の力を借りれば医療機関で
の受診が可能な患者さんなど

（例）熱がある、のどが痛い、咳がひどい、お腹が
痛い、吐いた、下痢をした、頭が痛い、目がま
わる、軽い怪我や捻挫をした場合など

対象 	 	 ● 入院や専門的な検査・手術等が必
要な場合が多く、高度な診療を必要とする患
者さんなど

（例）大きな怪我（交通事故、骨折など）や重篤な
病気などに対し、緊急診療、入院診療、高度・
専門検査、手術など

対象

地域医療連携とは：三田市民病院が地域の二次医療機関として、
緊急を要する治療、専門診療領域の治療、入院治療などの役割を
果たすため、各地域の医療機関（かかりつけ医）と連携し、それ
ぞれが患者さんの病状に合った医療を分担して提供できるよう取
り組んでいます。
　かかりつけ医は安心して気軽に相談できる「健康パートナー」
です。“病気かな”と思ったら、まずは身近なかかりつけ医を訪
ねましょう。

説 明


